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9
月
17
日
、こ
の
間
7
年
余
に
渡
る
安
倍
内
閣
か
ら
菅
内
閣
へ
変
わ
り
ま
し
た
。し

か
し
、菅
首
相
は
ア
ベ
政
治
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
表
明
し
、私
た
ち
の
立
場
と
は
大
き

く
異
な
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。こ
の
ス
ガ
政
治
に
対
し
て
、私
た
ち
は
秋
季
年
末
闘

の
要
求
実
現
に
向
け
次
の
4
つ
を
重
点
と
し
て
強
め
て
い
き
ま
す
。

賃
金
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る

　

ま
ず
第
一
に
賃
金
大
幅

引
き
上
げ
実
現
運
動
の
強

化
で
す
。こ
の
間
、「
最
低

賃
金
引
上
げ
」は
各
政
党

の
選
挙
公
約
に
な
り
大
き

く
動
き
だ
し
た
も
の
の
、コ

ロ
ナ
禍
で
財
界
か
ら
の
要

請
に
応
え
た
安
倍
前
首
相

が「
雇
用
を
守
る
こ
と
が

重
要
」と
し
て
賃
上
げ
抑

制
を
行
い
、今
年
は
福
岡
県

で
も
わ
ず
か
１
円
増
の
８

４
２
円
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、最
賃
大
幅

引
き
上
げ
実
現
の
た
め
、

12
月
福
岡
県
議
会
に
対
し

て
政
府
へ
の
意
見
書
採
択

運
動
を
行
い
ま
す
。そ
の

た
め
10
月
よ
り
県
議
会
議

員・各
会
派
へ
の
要
請
を
行

い
ま
す
。ま
た
、総
選
挙
も

予
想
さ
れ
る
た
め
福
岡
県

選
出
の
国
会
議
員
に
対
し

て
の
要
請
を
行
い
ま
す
。

　

合
わ
せ
て「
２
０
２
０
人

勧
」に
つ
い
て
も
注
視
が
必

要
で
す
。日
本
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
に
お
い
て
も
賃
金

が
減
少
し
て
い
る
数
少
な

い
国
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
消

滅
し
た
消
費
を
大
き
く

引
き
上
げ
る
た
め
に
は
賃

金
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

官
民
共
同
で
運
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
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1 部 10 円

全労連女性部第31回定期大会報告

いのちや文化を守る政治に転換を
　９月１２日全労連女性部第３１回

定期大会がオンラインで開催され、

福岡県女性センターからは宮本敦

子部長(福祉保育労)と前田由美子

副部長(自治労連)が代議員、小川次

長が全労連女性部常任委員として

出席。新型コロナウィルス感染拡大により、女性労働者の６割を占める非

正規労働者は「雇用の調整弁」として切り

捨てています。エッセンシャルワーカーとい

われる社会生活を支える労働者の多くは

女性。いのち・健康・くらし・教育・文化を守る

政治への転換を求め、ともに声を上げてい

くことを確認しました。福岡からは宮本部

長が、27回大会で年金者の組合員が30年前に組合を結成し賃上げ交渉

で闘い、今も運動を続けているという82歳組合員の報告をしました。

最
低
賃
金
10
・
１
改
定
周
知
！

最
賃
上
げ
ろ
！　
全
国
一
斉
宣
伝
行
動

福
岡
県
は+

１
円 

博
多
駅
前
で
最
賃
引
き
揚
げ
と
組
合
加
入
を
呼
び
か
け

　

10
月
１
日
か
ら
福
岡
県
の
全
国
の
最

低
賃
金
が
改
変
さ
れ
ま
し
た
が
、福
岡

県
は
８
４
２
円
と
前
年
比
＋
１
円
し
か

上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
賃
金
で
は
８

時
間
働
い
て
、人
間
ら
し
い
、健
康
で
文

化
的
な
く
ら
し
を
営
む
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

福
岡
県
労
連
は
全
国
と
連
帯
し
て
夕

方
の
博
多
駅
前

で
宣
伝
行
動
を

行
い
、駅
前
を
行

き
交
う
人
々
に

最
低
賃
金
の
改

定
周
知
と
労
働

組
合
へ
の
加
入

を
呼
び
か
け
チ

ラ
シ
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、収
入
減
の

労
働
者
を
支
え
る
と
と
も
に
医
療
や
物

流
、小
売
り
な
ど
社
会
を
支
え
な
が
ら

も
、非
正
規
雇
用
労
働
者
が
多
い「
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」の
た
め
に
も
、

最
賃
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。全
国
一

律
最
賃
制
、時
間
額
１
５
０
０
円
を
め

ざ
し
て
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
０
秋
季
年
末
闘
争
で
要
求
実
現
へ

公
務
員
定
数
増
員
を
求
め
る

　

次
に
公
務
員
定
数
増
の

実
現
で
す
。公
務
員
定
数

が
削
減
さ
れ
て
き
た
結
果
、

災
害・コ
ロ
ナ
禍
な
ど
緊
急

事
態
に
お
い
て
十
分
に
機

能
を
果
た
せ
ず
、公
務
職

場
に
お
い
て
過
労
死
ラ
イ
ン

を
超
え
る
長
時
間
労
働
に

さ
ら
さ
れ
る
状
況
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、コ
ロ
ナ

禍
で
国
民
か
ら
も
公
務
員

が
少
な
す
ぎ
る
と
の
声
も

大
き
く
な
り
ま
し
た
。加

え
て
統
廃
合
で
減
っ
た
保

健
所
の
問
題
も
重
要
で
す
。

　

県
労
連
は
、福
岡
県
国

公・
福
岡
自
治
労
連
の
方

針
を
踏
ま
え
、公
務
員
増

員
な
ど
官
民
一
体
と
な
っ

た
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

�

公
立・公
的
病
院
再
編
統
廃
合 

中
止
を
求
め
る

　

３
つ
目
は
全
国
４
２
４

病
院
再
編
統
廃
合
問
題
で

す
。政
府
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
再
編
統
廃
合
を
進

め
る
予
算
を
決
定
し
ま
し

た
。し
か
し
、公
立・
公
的

病
院
が
担
っ
て
き
た
感
染

症
病
床
が
あ
ま
り
に
少
な

く
、重
症
患
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

状
況
を
社
会
全
体
が
知
る

こ
と
と
な
り
、世
論
の
注
目

も
高
ま
り
ま
し
た
。安
心

し
た
治
療
を
受
け
る
た
め

に
も
公
立・
公
的
病
院
削

減
で
は
な
く
、充
実
を
求
め

る
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、

福
岡
県
医
労
連
、県
社
保

協
と
も
共
同
し
て
運
動
を

推
進
し
ま
す
。

４
万
人
県
労
連
で
要
求
実
現

　

４
つ
目
は
組
織
拡
大
で

す
。全
労
連
で
は
１
５
０

万
対
話
を
行
い
１
０
０
万

人
全
労
連
を
目
指
す
秋

の
組
織
拡
大
方
針
が
決

定
し
ま
し
た
。県
労
連
で

は
加
盟
組
合
の
教
訓
に

学
び
、組
合
員
と
の
対
話

を
強
め
、組
合
員
に
依
拠

し
た
組
織
拡
大
の
具
体

化
を
進
め
ま
す
。ま
た
、コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
労
働
者

が
、今
ま
で
以
上
に
暮
ら�

し
と
仕
事
の
厳
し
さ
が
増

し
て
い
ま
す
。今
ま
で
声
掛

け
し
て
も
加
入
に
至
ら
な

か
っ
た
人
も
対
象
者
へ
広
げ

る
こ
と
も
必
要
で
す
。コ
ロ

ナ
禍
で
労
働
組
合
へ
の
社

会
的
要
求
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。秋
の
拡
大
月
間
を

成
功
さ
せ
要
求
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

福岡県議会へ
最賃意見書採択運動スタート

　福岡県労連では県議
会意見書採択運動の皮
切りに、10 月 13 日自
民党最賃議連幹事長で
ある山本幸三衆議院議
員と懇談要請を行いま
した。

　県労連より、生活保護費と最賃の整合性、生計費基準の問
題点、この間県労連で調査を行ってきた賃金額と人口移動に
ついて説明を行いました。
　これに対して山本幸三衆議院議員は、概ね趣旨には賛同を
示し、賃金格差が人口移動・地域経済へ与える影響が大きい
ため「全国一律最低賃金」が必要であること、コロナ禍の景
気対策として消費税率を引き下げることも必要との見解も
示しました。
　引き続き山本幸三衆議院議員には自民党内での働きかけ
を強めてもらうことと、今後の県議会要請への協力のお願い
して終了しました。

山本幸三議員と懇談

riki
念校
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この本
おすすめ

　10 月は、全国衛生週間である。労働者の健康
管理や職場環境の改善など、昭和 25 年から 71
回目の実施だ。今年は、新型コロナウィルス感染
症の感染拡大防止の観点から「３密」（密閉空間・
密集空間・密接空間）を避けることを徹底するこ

とをはじめとして実施されている。正しく怖がることが大切で「飛
沫感染」をどう封じ込めるか、ここが重要だ。様変わりした今年
の全国衛生週間であるが、早く通常に戻りたい。　　　　　（は）

わくわく講座第1回スクーリング 
感想から（一部抜粋）

•�日本がおかしな状態だと気付いてな
い人が多すぎる。学習が必要だと感じ
ました。若い人に学習に参加せいても
らう取り組みを進めたいと思います。

•�働いている人は本当に縛られている
と思います。質疑応答の時間のいろん
な人の意見と関野先生の回答が参考
になりました。

•�私たちが学習し、経験を積み運動を進める中で「社会的バリケード」をつくってい
かなければならないと思いました。

•�自分たちでバリケードをつくるためにも労組が必要だと思います。非正規と正規
の仕事の関係が資本家のつくったシナリオだったとは驚きでした。

•�古いという批判もあるマルクスですがその功績は普及だと思います。マルクスを
指針として私たちの運動が試され、役割が問われているのだと思いました。

「
民
主
主
義
」

文
部
省 

著　

㈱
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

本
体
９
２
０
円（
税
別
）

　

１
９
４
８
年
か
ら
53
年
ま

で
中
学
・
高
校
で
用
い
ら
れ
た

「
民
主
主
義
の
教
科
書
」
の
復

刻
版
。平
成
30
年
10
月
初
版
で

５
カ
月
で
９
版
発
行
だ
か
ら
結

構
売
れ
て
い
る
。文
庫
本
の
４

４
３
頁
・
17
章
建
で
多
岐

に
わ
た
り
、
民
主
主
義
＝

国
民
主
権
の
発
想
し
か
持

ち
え
な
か
っ
た
単
細
胞
の

私
の
頭
に
は
、
一
部
を
除

き
、
新
鮮
で
納
得
性
の
あ

る
も
の
だ
。こ
れ
が
、占
領

下
の
文
部
省
が
作
成
し
て

６
年
間
中
高
生
が
学
ん
だ
と
考

え
る
と
驚
愕
で
あ
る
。巻
末
に

内
田
樹
氏
の
解
説
が
あ
り
、
こ

ち
ら
を
先
に
読
む
と
理
解
し
や

す
い
。お
勧
め
の
１
冊
で
す
。

（
か
け
た
に
は
じ
め
）

後

集

記

編

　

郵
政
ユニ
オ
ン
の
組
合
員

が
２
月
に
全
国
で
一
斉
に

提
訴
し
た
正
社
員
と
非
正

規
社
員
の
差
別
を
な
く
す

20
条
集
団
訴
訟
の
第
一
回

口
頭
弁
論
が
８
月
25
日
福

岡
地
裁
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。原
告
は
、日
本
郵
便
が

世
界
の
常
識
で
あ
る「
同

一
労
働
同
一
賃
金
」の
要

請
を
真
剣
に
考
え
て
い
た

な
ら
ば
、私
た
ち
も
こ
の
よ

う
な
裁
判
を
起
こ
す
必
要

は
な
か
っ
た
。20
年
以
上
勤

め
て
き
た
会
社
を
一
労
働

者
が
原
告
と
な
り
訴
え
る

こ
と
は
辛
い
こ
と
で
あ
り
、

怖
ろ
し
い
こ
と
。し
か
し
、こ

こ
で
私
た
ち
が
尻
込
み
し

て
し
ま
え
ば
、皆
の
た
め
に

な
ら
な
い
と
考
え
今
回
の

訴
訟
を
決
意
し
ま
し
た
。

と
裁
判
長
へ
訴
え
ま
し
た
。

　

次
回
は
11
月
10
日
福
岡

地
裁
で
第
２
回
口
頭
弁
論

が
あ
り
ま
す
。ご
支
援
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。ま
た
、こ
の
裁
判
を
左

右
す
る
で
あ
ろ
う
、20
条
裁

判
の
最
高
裁
判
決
が
10
月

15
日
と
な
り
ま
し
た
。私

た
ち
が
た
た
か
い
ぬ
い
て
き

た
力
を
信
じ
、勝
利
判
決

を
勝
ち
取
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

【談話】
　菅首相の日本学術会議への
　人事介入に抗議し、撤回を求める（抜粋）

２０２０年１０月６日
全国労働組合総連合
事務局長　黒澤　幸一

　菅首相が9月30日、日本学術会議の会員任命にあたって６名
の学者を拒否したことに抗議と撤回を求める声が広がっている。
今回の任命拒否問題は日本学術会議の独立性を侵害し、憲法
に保障された学問の自由および思想信条、表現の自由を脅かす
ものであり、断固抗議する。菅首相には、今回の任命拒否の理由
を説明するとともに速やかに任命するよう求める。
　全労連は、任命拒否の撤回を求める広範な人 と々たたかいを

進め、立憲野党の国会での追及とも連携し、
立憲主義と民主主義を守り、憲法がいきる
政治の実現をめざして奮闘するものである。

以上

憲法集会・各界連学習会のお知らせ
▪憲法集会
　　日　時　11/3（火・祝）13時30分～
　　会　場　須崎公園

▪消費税廃止福岡県各界連絡会学習会
　　日　時　11月7日（土）14時～ 16時30分
　　　　　　オンライン開催
　　講　師　下関市立大学経済学部　関野 秀明 教授

※�参加費は無料です。参加希望の方は県労連事務局ま
で問い合わせを。

加盟組合・地区労連新役員紹介（敬称略・五十音順）
福 建 労 福岡県医労連 北九州地区労連

執行委員長 江口　謙二 執行委員長 原　　正勝 議 長 永冨　雅生

副執行委員長 石本　利道 副執行委員長 石松　紀子 副 議 長 安達　靖史

同 北川　和利 同 井上　　泰 同 大島　　正

同 隈本　正継 同 兵頭　寛治 同 小橋　弘子

同 佐々木　貴智 同 松田　ユリ 同 新屋敷　浩二

書 記 長 丸林　正二 同 矢野　哲也 同 堀田　和夫

書 記 次 長 菅　　正司 書 記 長 保元　里美 事 務 局 長 永吉　孝一

同 甲斐　武征 書 記 次 長 門馬　睦男 事務局次長 今泉　礼二

同 永松　健児 【お詫びと訂正】
2020年9月15日発行NO.165号新役員名紹介で、
事務局次長「渡邉」様を誤って「渡邊」としておりました。
お詫びして訂正いたします。

同 矢野　　誠

同 山中　　健

郵
政
20
条
裁
判
の
闘
い

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」は
世
界
の
常
識全文は上ＱＲコードより

riki
念校


